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W A G A Z E M I  D A T A

「
韓
国
女
性
の
肌
は
な
ぜ
き
れ
い
？
」

そ
の
答
え
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

介
護
の
現
場
に
す
ぐ
に
役
立
つ

テ
ー
マ
や
、韓
国
の
大
学
と
の

共
同
研
究
に
取
り
組
む

管
理
栄
養
士
を
目
指
す
１５
人
の
メ
ン

バ
ー
が
、幅
広
い
視
点
と
自
由
な
発
想
で

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る「
矢
野
ゼ
ミ
」。

笑
い
の
絶
え
な
い
研
究
室
で
、時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
食
の
テ
ー
マ
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

１５
人
の
４
年
生
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
自
由
な
発
想
で
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
は
韓
国
の
大
学
と
共
同
で

『
日
本
と
韓
国
の
食
文
化
の
比
較
研
究
』

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。
担
当
す
る
６

人
は
「
韓
国
か
ら
第
１
回
目
の
調
査
結
果

が
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
双
方
の
食
行

動
を
比
較
す
る
な
か
で
、
例
え
ば
韓
国
女

性
の
美
肌
の
ヒ
ミ
ツ
が
わ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
（
笑
）。
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
、解
析
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
以
前
か

ら
継
続
し
て
き
た
『
と
ろ
み
調
整
食
品
の

適
応
に
関
す
る
研
究
』
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
と
ろ
み
調
整
食
品
と
は
、
食
べ
物

に
適
度
な
と
ろ
み
を
つ
け
、
飲
み
込
み
や

す
く
す
る
も
の
。
介
護
の
現
場
で
役
立
つ

詳
細
な
情
報
を
得
よ
う
と
、
実
験
を
通
し

て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
３
月
下
旬
か
ら

２
週
間
、
み
ん
な
実
験
室
で
粘
度
計
と
に

ら
め
っ
こ
。
朝
か
ら
晩
ま
で
数
値
の
変
化

を
調
べ
る
か
ら
、
食
事
も
実
験
室
で
と
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
、
こ
ち
ら
も
気
合

い
十
分
で
す
。

と
も
あ
れ
、
と
き
に
は
チ
ョ
コ
と
紅
茶

で
ブ
レ
イ
ク
し
た
り
、
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は

和
気
あ
い
あ
い
。「
お
っ
と
り
し
て
お
お

ら
か
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

も
ぬ
か
り
ナ
シ
！
」
と
評
判
の
矢
野
教
授

を
囲
み
、
今
日
も
熱
心
に
研
究
に
励
ん
で

い
ま
す
。

先生プロフィール／運転免許は５７歳、

学位（学術博士）は６３歳で取得した、

がんばり屋の矢野教授。保健所と病院

の管理栄養士だった経験を生かして、

現場に必要とされる実践的な研究姿勢

に学生たちの信頼も厚い。

ハイ！がんばります＾ ；^

栄養科学部 栄養科学科「矢野ゼミ」
４年生女子１５人 矢野治江（やのはるえ）教授（６７歳）

勉強も遊びも
一生懸命やる！
（矢野先生の口癖）
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特 
集 

1

充
実
生
活�

入

入
学
式

学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族

の
皆
様
方
に
も
本
学
を
代
表
し
ま
し
て

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
将
来
の
目
標
を
定
め
、
中
村

学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
で

教
育
を
受
け
る
こ
と
を
選
択
し
、
本
学
へ
の

入
学
を
許
可
さ
れ
、
希
望
と
期
待
を
胸
一
杯

に
本
学
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
ま
し
た
。
学
長
と

し
て
先
ず
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、

皆
さ
ん
は
、
何
故
本
学
で
高
等
教
育
を
受
け

る
の
か
を
先
ず
考
え
て
戴
き
た
い
こ
と
で
す
。

専
門
分
野
の
知
識
や
技
術
を
修
得
し
て
国
家

資
格
や
様
々
な
資
格
を
取
得
し
た
り
、
様
々

な
分
野
へ
専
門
職
業
人
と
し
て
就
職
す
る
こ

と
の
み
が
目
標
で
し
ょ
う
か
。
本
学
で
学
ぶ

こ
と
の
意
義
が
そ
の
よ
う
な
側
面
の
み
で

あ
っ
た
と
し
て
も
本
学
は
十
分
に
そ
の
期
待

に
沿
え
る
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
残
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
本

学
が
目
指
し
て
い
る
教
育
目
的
・
目
標
は
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
村
学
園
は
、
一
昨
年
、
学
園
創
立
５０
周

年
を
迎
え
、
昨
年
は
大
学
開
学
４０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
大
学
は
１
０
、０
２
６

名
、
短
期
大
学
部
は
２
９
、６
４
１
名
の
卒

業
生
を
世
に
送
り
、
中
村
学
園
の
建
学
の
精

神
に
培
わ
れ
た
卒
業
生
の
社
会
的
活
躍
に

よ
っ
て
、
今
日
ま
で
伝
統
と
社
会
的
評
価
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ

き
時
期
に
本
学
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

卒
業
生
、
在
校
生
、
教
職
員
、
後
援
会
な
ど

中
村
学
園
に
連
な
る
全
て
の
方
々
と
手
を
携

え
な
が
ら
次
な
る
５０
年
の
新
た
な
伝
統
を
構

築
し
て
い
く
一
員
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
は
、
ま
ず
、
学
園
祖
中

村
ハ
ル
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
教
育
理
念
と
学

問
へ
の
情
熱
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

学
の
教
育
目
的
・
目
標
を
熟
知
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

先
生
は
、
本
学
の
設
立
に
当
り
、
第
一
に
、

人
間
教
育
の
根
幹
と
し
て
、「
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
清
節
の
風
を
尊
び
、
感

恩
の
情
に
富
み
、
労
作
に
い
そ
し
む
人
格
の

形
成
に
努
め
る
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
労

作
と
は
何
事
に
も
辛
苦
に
耐
え
、
学
業
、
勤

労
に
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
人
格
を
磨
く
こ
と

で
す
。
皆
さ
ん
も
在
学
中
、
学
業
を
通
し
て

真
の
就
労
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
勤
労
に
対

す
る
喜
び
や
使
命
感
を
学
び
取
り
、
将
来
の

専
門
職
業
人
と
し
て
の
職
業
的
倫
理
感
を

養
っ
て
下
さ
い
。

先
生
は
、
第
二
に
、「
形
は
心
の
現
れ
で
あ

る
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
服
装
、
言
葉
遣
い
、
お
互
い

の
挨
拶
、
教
室
の
美
化
な
ど
本
学
で
学
問
を

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
中
村
学
園
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
私
達
教
職
員
と

一
緒
に
是
非
そ
れ
ら
を
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
先
生
は
、
第
三
に
、「
理
論
と
実
際
の

統
合
を
図
り
、
学
問
と
生
活
の
融
合
を
重
ん

じ
た
教
育
・
研
究
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。
真

の
学
問
と
は
知
識
と
技
術
に
バ
ラ
ン
ス
が
あ

り
、
ま
た
そ
れ
が
職
場
や
社
会
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
栄

平
成
十
八
年
四
月
四
日
、

満
開
の
桜
の
な
か
、

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
の

入
学
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新入生の皆さんへ―学長訓示―

自分に真実を求め、
他人に真心を。

中 村 学 園 大 学
中村学園大学短期大学部 学長 藤本 淳 59
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養
学
を
学
ぶ
人
は
、
自
分
達
の
知
識
や
技
術

が
病
め
る
人
、
お
年
寄
り
、
そ
し
て
子
供
達

の
健
康
管
理
に
い
か
に
寄
与
す
る
か
を
、
幼

児
・
児
童
教
育
学
を
学
ぶ
人
は
、
自
分
達
の

知
識
や
技
術
が
幼
い
子
供
た
ち
の
成
長
に
い

か
に
寄
与
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
子
供
へ
接

す
れ
ば
子
供
達
に
効
果
的
で
あ
る
か
を
、
流

通
科
学
や
家
政
経
済
学
を
学
ぶ
人
は
、
世
の

中
の
経
済
や
流
通
の
仕
組
み
を
学
び
、
い
か

に
し
た
ら
企
業
・
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
を
、

要
は
机
上
の
空
論
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
知
識

と
技
術
に
根
ざ
し
た
経
験
と
し
て
学
ん
で
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
は
臨
地

実
習
や
校
外
実
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
受
け
る
講
義
、
演

習
、
実
習
の
進
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
等
学

校
の
進
度
に
比
べ
て
は
る
か
に
早
く
、
高
等

学
校
で
も
学
ば
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
出
て

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
学
習
効
果
に
対
し
て
厳

正
な
進
級
判
定
や
卒
業
判
定
を
行
い
ま
す
の

も
中
村
学
園
の
卒
業
生
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材

を
世
に
送
る
と
い
う
大
学
の
社
会
的
責
務
が

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
授
業
を
担
当
す

る
先
生
方
は
、
ど
う
す
れ
ば
教
育
目
標
を
達

成
出
来
る
か
を
常
日
頃
考
え
、
皆
さ
ん
達
か

ら
の
授
業
に
対
す
る
評
価
に
応
じ
て
授
業
方

法
の
改
善
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

室
の
対
面
授
業
の
み
で
な
く
、
基
礎
学
力
の

補
完
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
軸
と
す
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
教
育

シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
本
学
で
教
育
を
受
け
る
皆
さ
ん
の
学
習
満

足
度
を
十
分
に
配
慮
し
た
授
業
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
な
自
学
・
自

習
も
行
い
、
疑
問
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く

office
hour

と
い
う
教
員
と
皆
さ
ん
と
の
間

の
懇
談
の
時
間
を
活
用
し
て
下
さ
い
。

在
学
中
に
一
時
的
に
精
神
的
、
肉
体
的
な

原
因
か
ら
学
業
が
思
っ
た
よ
う
に
は
か
ど
ら

な
い
こ
と
は
誰
し
も
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、

本
学
に
は
指
導
主
任
制
度
を
は
じ
め
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
万
全
を
期
し
た
学
生
相
談

室
な
ど
の
学
生
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
に
相
談
す
る
こ
と
は
勿
論
で

す
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
を
活
用
し
て

下
さ
い
。

要
は
、
本
学
は
、
単
に
専
門
分
野
の
知
識

や
技
術
を
授
け
、
国
家
資
格
な
ど
の
種
々
の

資
格
取
得
を
目
指
し
た
教
育
を
行
う
の
み
で

な
く
、
２１
世
紀
の
日
本
の
社
会
を
背
負
う
心

豊
か
で
教
養
あ
る
、
そ
し
て
倫
理
感
の
あ
る

職
業
人
を
養
成
す
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
多
く
の
友
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
心
身
を
鍛
え
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社

会
に
お
い
て
、
真
の
意
味
で
の
日
本
人
と
し

て
の
道
徳
観
を
養
い
、
世
界
の
人
達
と
共
生

で
き
る
国
際
感
覚
も
養
っ
て
下
さ
い
。
自
分

に
対
し
て
真
実
を
求
め
、
他
人
に
も
真
心
を

持
っ
て
接
し
、
学
問
へ
の
情
熱
を
高
め
、
真

理
を
探
求
し
、
友
情
を
育
み
、
生
涯
の
思
い

出
と
な
る
学
園
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

真剣な眼差しで訓示に耳を傾ける新入生。この日、大学院２６名、大学６６５名、短期大学部５６４名が新しいスタートを迎えました
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今から一番やりたいこと�
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充
実
生
活�

長野紘子（ちょうのひろこ）さん
栄養科学部 栄養科学科（大学）

軽音楽部に入って、ギターを弾い
てバンドを組みたいですね！国家資
格の管理栄養士取得に励みたい
です。

岩永輝世（いわながてるよ）さん
幼児保育科（短大）

幼稚園の先生にずっと憧れて
いました。ピアノの勉強を頑張
ります。

前田美咲（まえだみさき）さん
幼児保育科（短大）

将来は保育士になりたいので、勉
強をバリバリ頑張ります！友達も
いっぱいできたらいいなと期待して
います。

高田美帆（たかだみほ）さん
食物栄養科（短大）

食べ物のことをいっぱい勉
強したいです。将来の夢は、
食品会社に就職して、食品
開発をすることです！

山口えり（やまぐちえり）さん
食物栄養科（短大）

友達をたくさん作りたいです！サークルやア
ルバイトなど、新しい世界に飛び込むこと
に今からワクワクしています。

山下恵美（やましたえみ）さん
流通科学部 流通科学科（大学）

情報やマーケティングについて、いっぱ
い勉強したいです！何かサークルに入っ
て、大学生活を楽しみたいです。

金田陽子（かなだようこ）さん
栄養科学部 栄養科学科（大学）

栄養士になるのが夢。祖母
の病気で食の大切さを知っ
たので、いろいろ勉強した
いです。運動系のサークル
に入りたいです。

橋村友貴（はしむらゆき）さん
栄養科学部 栄養科学科（大学）

国家資格である管理栄養
士の免許を取りたいです！
友達作りのサークルに入っ
て新しい仲間を増やしたい
です。

安井康二（やすいこうじ）さん
流通科学部 流通科学科（大学）

大学には外国人の方 も々多
いので、外国語を勉強しなが
ら、異文化コミュニケーション
を積極的に経験したいです。

安部華絵（あべはなえ）さん
流通科学部 流通科学科（大学）

これから４年間、消費者心理
学をじっくり学びたいと思って
います。サークルやバイト生活
も経験したいです。

満生博和（まんしょうひろかず）さん
流通科学部 流通科学科（大学）

英語とパソコンを深く学びたい
ですね。
高校から草野球を続けているの
で、大学では運動以外のサーク
ルに入りたいです！
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茶屋あずさ（ちゃやあずさ）さん
人間発達学部 人間発達学科（大学）

将来は、資格を取って、幼
稚園か保育園で働きたい
です。また、ボランティア
サークルに入って、託児
ボランティアにも挑戦した
いです。

国広幸見（くにひろさちみ）さん
栄養科学部 栄養科学科（大学）

料理のことをたくさん勉強して、
国家資格の管理栄養士を取
得したいです。友達をとにかく
いっぱい作りたいです！

清田夏海（きよたなつみ）さん
人間発達学部 人間発達学科（大学）

将来は保育士として、社会で
活躍することが夢です。授業
では特にピアノを頑張ってい
きたいです！

長�雄也（ながさきゆうや）さん
人間発達学部 人間発達学科（大学）

教育と心理に大変興味がありま
す。小学生の心理学を学んで、
将来は小学校の先生になりたい
です。サークルへも入って、先輩
や友人をたくさん作りたいです。

吉川智子（よしかわともこ）さん
栄養科学研究科（大学院）

栄養と介護の両側から、実際社
会で１０年経験を積んできました。
院では子どもの食育を中心に、
薬膳など、食についての可能性
を今までの現場の経験を生かし、
十分に勉強していきたいです。
将来は教職方面に進みたいの
で、研究に没頭したいです！

山口悠（やまぐちゆう）さん
流通科学研究科（大学院）

夢は、税理士・財務コンサ
ルタントとして起業すること。
同級生の皆さんが社会で
働いている間に、引き続き
勉強させてくれることについ
て、改めて両親に感謝した
いです。チャレンジ精神を
持って、丸２年間、租税法
についての判例研究を深く
追求したいです。

豊田舞（とよたまい）さん
人間発達学部 人間発達学科（大学）

小さい子どもが大好きな
ので、幼稚園の先生の
免許が取りたいです。あ
と、接客のバイトをしなが
ら、礼儀作法を身につけ
たいです。

千々和真美（ちぢわまみ）さん
家政経済科（短大）

大学では将来に役立つ資格を、できるだけいっ
ぱい取得するのが目標です！視野を広げ、新し
い友達も欲しいですね。

品川美郷（しながわみさと）さん
家政経済科（短大）

将来の目標はアパレルの仕事
に就くこと。これからサークルを見
つけ、勉強も遊びも、大学生活
をエンジョイしたいです！

松下愛（まつしたあい）さん
流通科学研究科（大学院）

将来は税理士になりたいので、
今夏までに研究テーマをしっ
かり決めて、深く専門的な勉
強の仕方を、先生方から学ん
でいきたいです。先に就職した
友達に負けず、目標に向けて
力を入れて行きたいと思って
います。

西方麻衣（にしかたまい）さん
流通科学研究科（大学院）

新しい気持ちで頑張っていこうと、
新たなスタート地点に立った感じ
です。これからは、目標をちゃんと
定め、それに向けてバリバリ勉強
をしていきたいです。夢は税理士。
これからの２年間、どれだけのも
のが得られるかが目標です。とに
かく頑張ります！

古川香織（ふるかわかおり）さん
食物栄養科（短大）

将来は国家試験に合格し、管理栄養
士の資格を取りたいです！何か、面白
いサークルに入りたいですね。
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中村だからできること

特 集 2

近年、益々多様化、複雑化、そして高度化していく消費者ニーズに、フードビジネ

ス産業はさまざまな対応を迫られ、特に、長寿世界一の日本では、健康志向の高まり

によって個人の体質にあった食、疾病予防の食、地産地消の伝統的な食が求められる

ようになりました。健康増進、疾病予防の食として「薬膳」があります。現在、薬膳

についてはさまざまな情報が氾濫し、その健康効果の科学的根拠は疑わしいものも少

なくありません。そこで、中村学園大学は薬膳を科学的視点から取り組み、健康増進

のためのフードビジネスとして推進するために、２００６年を本物の薬膳を社会に広める

「薬膳元年」と位置づけ、栄養学の学問の府である中村学園大学と中国医学の学問の

府である上海中医薬大学が合同で主催する日本初の日中薬膳・機能性食材博覧会を開

催することにいたしました。薬膳とは美味で健康的で安全で、五味（甘味、苦味など）

と五性（温性、寒性など）の機能性をもった食材の組み合わせによる各人の体質にあっ

た食事、すなわち薬食同源の食と本学は考えております。このような概念に立脚した

薬膳は、食材の生産、加工、流通にかかわる卸売、小売、惣菜や弁当等の製造販売、

そして外食産業に至るまでさまざまな業種がかかわって初めて成り立つものです。ま

た、薬膳の健康面に関しては、中国医学の体質診断をもとに、予防医学を中心とした

健康づくり分野や臨床栄養分野で個人の体質に応じた食の提供、すなわちオーダーメ

イド栄養による健康増進が期待されます。

「食と健康」に関する展示会や見本市は、国内において、今日まで多くの企画が実

施されてきましたが、今回、大学が主催する企画は初めてのことです。中村学園大学

が目指す「２１世紀のアジアの食文化の形成への新たな挑戦―個人の体質や健康状態の

診断に基づく中医学の理論と科学的根拠に立脚した日本型薬膳の推進―」としての

「２００６年日中薬膳・機能性食材博覧会」。１２月の開催をどうぞお楽しみに。

２００６年

日中薬膳・機能性食材博覧会
2006.12/12火 14木 開催

場所●福岡国際センター
福岡国際会議場・福岡サンパレス

主催●中村学園大学、上海中医薬大学

国内初、今注目の
「薬膳」博覧会開催�

YAKUZEN EXPO２００６運営事務局
株式会社 ICSコンベンションデザイン 九州支局
〒８１０‐００７２福岡市中央区長浜１‐１‐３５ 新KBCビル
Tel：０９２‐７５１‐３２４４ Fax：０９２‐７５１‐３２５０
e‐mail:yakuzen２００６＠ics‐inc.co.jp
http://www.ics‐inc.co.jp/yakuzen２００６/

問
い
合
わ
せ
先
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◎後 援
（一部予定を含む）

来
る
１２
月
１２
日
か
ら
３
日
間
、
上
海
中
医
薬
大
学
と
共
催
す

る
「
２
０
０
６
年
日
中
薬
膳
・
機
能
性
食
材
博
覧
会
」
の
記
者

発
表
が
、
先
の
３
月
３０
日
に
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
は
中
村
学
園
大
学
の
藤
本
学
長
が
「
本
博

覧
会
は
健
康
増
進
と
疾
病
予
防
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、
科
学
的

根
拠
の
あ
る
薬
膳
の
普
及
を
目
的
と
す
る
も
の
。
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
対
策
や
子
ど
も
た
ち
の
食
育
、
さ
ら

に
は
『
福
岡
健
康
未
来
都
市
構
想
』
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
健
康
・
医
療
・
保
健
産
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
た

い
」
と
力
強
く
挨
拶
。
こ
れ
を
受
け
、
上
海
中
医
薬
大
学
の
謝

建
群
副
学
長
も
「
薬
膳
は
中
医
薬
の
重
要
な
一
部
門
で
あ
り
、

ひ
と
つ
の
文
化
で
も
あ
る
。
日
中
の
文
化
交
流
の
場
と
し
て
も
、

本
博
覧
会
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
、
そ
の
重
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
初
め
て
の
大
学
主
催
の
博
覧

会
と
な
る
だ
け
に
、
会
見
に
は
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
報
道

関
係
者
が
多
数
出
席
。
質
疑
応
答
で
は
現
在
の
進
行
状
況
な
ど

の
質
問
が
相
次
ぎ
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

（中村学園大学 藤本淳学長）（上海中医薬大学 謝建群副学長）

開催概要
◎名 称 ２００６年日中薬膳・機能性食材博覧会
◎構 成 ２００６年日中薬膳・機能性食材展示会（略称：YAKUZEN EXPO２００６）

第３回国際薬膳シンポジウム
◎日 時 展示会／２００６年１２月１２日�～１４日�３日間 シンポジウム／２００６年１２月１２日�～１３日�２日間

市民公開講座／２００６年１２月１４日�１日間
◎開 催 地 展示会／福岡国際センター シンポジウム／福岡国際会議場 市民公開講座／福岡サンパレス
◎主 催 中村学園大学、上海中医薬大学
◎共 催 福岡市、中国上海人民政府対外経済貿易部

中華人民共和国駐福岡総領事館、駐福岡大韓民国総領事館、中国国家中医薬管理局、
経済産業省九州経済産業局、農林水産省九州農政局、福岡県、産業医科大学、福岡商工会議所、
社団法人福岡県中小企業経営者協会、九州電力株式会社、株式会社福岡銀行、西日本鉄道株式会社、
西部瓦斯株式会社、株式会社西日本シティ銀行、株式会社九電工、九州旅客鉄道株式会社、
株式会社西日本新聞社、株式会社トーホー、株式会社ふくや、福岡県食品産業協議会、
社団法人日本栄養士会、社団法人福岡県栄養士会、社団法人福岡県薬剤師会、社団法人福岡県医師会、
日本栄養改善学会、日本食生活学会、日本食物繊維学会、日本栄養・食糧学会九州・沖縄支部、
世界中医連合会 他多数

◎入 場 料 展示会入場料／５００円 シンポジウム参加料／３，０００円

YAKUZEN EXPO２００６ 来場対象者
特定給食施設である病院、学校、児童福祉施設、社会福祉施設、事業所等の栄養士・管理栄養士、医師、薬剤師、調理師、
介護士、看護師等医療関係者および教育機関の関係者、食品会社、医薬品会社、給食・配食サービスの会社、スーパーマー
ケット、百貨店、ホテル、レストラン等の外食産業、コンビニエンスストアなどの食と健康に携わる食品科学・中医薬等
の研究者、フードサービス事業開発担当者、流通情報関係者、一般市民、食と健康に関連のある学部の学生等

展示会
◎対象出展者 生産者、生産関連団体、食品製造・加工メーカー（調理済食品、調味料、香辛料、特定栄養保健用食品、

栄養機能食品等）、機能性素材・天然原材料取扱い企業、食品・飲料関連団体、調理器具関連企業、流通
業、食材 IT 企業、食コンサルタント、自治体、学校等

◎テーマ展示 上海中医薬大学「中国医学と薬膳（仮題）」 中村学園大学薬膳科学研究所「薬膳の食ビジネス（仮題）」発表
◎出展スケジュール 第一次申込み締め切り日／２００６年５月３１日�

第二次申込み締め切り日／２００６年８月３１日�
出展者説明会／２００６年９月予定

国際薬膳シンポジウム
構成（予定）
◎基調講演
◎シンポジウムⅠ 薬膳とは：アジアでの薬膳の取り組みと今後の方向に関する講演と討論
◎シンポジウムⅡ 病院食：病院食、予防食における薬膳に関する講演と討論
◎シンポジウムⅢ 食育における薬膳の導入に関する講演と討論

市民公開講座
講師（予定） 社団法人日本栄養士会 会長 中村 丁次

韓国・宮中飲食研究院 院長 韓 福麗
（韓国重要無形文化財３８号、NHKドラマ「チャングムの誓い」宮廷料理監修者）

「２００６年日中薬膳・機能性食材博覧会」

記者発表に報道多数

開

催

概

要
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ココがオススメの店�

中村的視点で�
学生が選んだ�

学外

学内

みんな手作りのグッズばかりです！

子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
身
近
に
な
っ
て
、

毎
日
が
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。

積極的に地域での公演活動を行う「児童文化部
（パネルシアターくらぶPEC・ぺく）」の部室には、動
物のパネルやかぶりモノ、エプロンシアターなど、か
わいいグッズがいっぱい。それ以上に明るく輝いて
いたのは、子どもたちが大好きな優しい「ぺくのお姉
さん」たちでした。

大
き
な
窓
か
ら
差
し
込
む
日
差
し

の
中
、
部
室
は
明
る
い
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
児
童
文
化
部（
通
称「
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
く
ら
ぶ
P
E
C
・
ぺ

く
」）
は
、
お
も
に
城
南
区
を
中
心

に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
地
域
の
子

育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

手
遊
び
、
運
動
遊
び
な
ど
の
公
演
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
５
月
５
日
に

は
、
唐
津
市
近
代
図
書
館
の
「
お
話

し
会
」
に
も
参
加
。
年
１
回
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で
は
、
現
地
の
保

育
園
で
英
語
を
使
っ
て
の
公
演
も

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
今
年
の
夏
か
ら
城
南
保
健

所
の
「
Ｏ
１
５
７
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
協
力
す
る
形
で
、
保
育
園
・

幼
稚
園
を
回
る
予
定
で
す
。

ほ
ぼ
毎
日
部
室
に
集
ま
り
、
グ
ッ

ズ
を
自
分
た
ち
で
作
り
、
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
や
夏
休
み
期

間
を
中
心
に
公
演
活
動
。
忙
し
い
授

業
の
合
間
の
活
動
は
大
変
で
す
が
、

一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
を
し
た
と
き
の
子
ど
も
た

ち
の
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
や
真
剣
な

顔
に
出
会
え
る
の
が
う
れ
し
く
て
続

け
て
い
ま
す
。
部
員
み
ん
な
が
、
い

つ
も
い
つ
も
子
ど
も
の
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
女
性
ば
か
り
で
す
が
、
ぜ

ひ
男
子
学
生
に
も
気
軽
に
入
部
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

もちもちベーグル抱えて
のんびり公園ランチ、
しましょうか？

ヘルシー＆アットホーム、
素材重視の
居酒屋で晩ご飯！

国体道路の一部であ
るけやき通りは、けや
き約１００本が並木道を
作っており、都心の木
陰として親しまれてい
ます。近くには大濠公
園や舞鶴公園があり、
散歩にも最適です�
また、けやき通りにあ
る手作りジェラート
ショップは、今から暑
くなる季節にはおすす
めです�

みんなあまり行った
ことのない西１号館１０
階の大講義室。そこか
らの眺めはもう絶景�
福岡ドームや福岡タ
ワー、マリノアの観覧
車まで、きれいにみる
ことが出来ます！ 足
下に小さな車が走って
見え、人はとっても小
さく、第三者的に世間
を見ているような気分
になります。ストレス
を感じているあなた、
ぜひ一度行ってみてく
ださい！

こぢんまりした店で
楽しくご飯！

学生取材スタッフ：（栄養科学部）山之内知代、吉田沙樹、吉村紅美
（人間発達部）龍造寺瑛子、横田知子、宮崎さやかお洒落で和める店内

児童文化部（パネルシアターくらぶPEC・ぺく）
●部員数／女子２７人（大学生６人、短大生２１人）

●部長／山田 葵さん（大学３年）

〈お店情報〉
・福岡市中央区六本松３‐９‐７
・０９２‐７１４‐２３４５
・営業時間１８：００～３：００
・定休日 月曜

〈お店情報〉
・福岡市城南区別府３‐３‐１‐１０３
・０９２‐８４３‐３７７７
・営業時間 ９：００～２０：００
日・祝 ９：００～１８：００

・定休日 木曜

と く や

一〇九屋 BAKERS（ベイカーズ）

学園内外の
「おすすめスポット」を学生が紹介。

けやき通り

大講義室前ロビー（西１号館１０階）
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実は夜景も抜
群�おしゃれ
なレストラン
気分�

ソファーの座り心
地もいいですよ

ジェラートショップ
でひと休み！

お洒落な通
りの新緑が
まぶしい

ベーグルの生地には
牛乳・卵・バターが使われ

ていないので、低カロリー、低
脂肪、ノンコレステロール。女性
にうれしいだけでなくアレル
ギーの方にもうれしい

店です。

大学から徒歩３分で行くことができる、
ベーグルのパン屋さんです。お店の中は時計
やインテリアなどで可愛く飾られ、パン以外
にも興味をひかれます。ベイカーズのベーグ
ルはオーブンに入れる前に一度ゆでてあるの
で、しっとりモチモチの生地になり、食べた
時の食感は一度食べたら止められないおいし
さ！ベーグルパンの種類も豊富（１５種類以
上！）で、どれも美味しそうで行くたびに迷っ
ちゃいます。ドリンクやアルコールも揃えて
あり、セットにすると割引もありお得です。
テイクアウトも出来るので、のんびりと公園
でのランチにいかがでしょうか�

チキンハニーマスタード（３８０円）は一番人気

どの料理にも野菜が
たっぷり使われていて、
栄養学的にもヘルシー。
ボリュームも満点です！

アットホームで落ち着いた雰囲気でとても
くつろげます。店員さんもフレンドリーで、
楽しく食事できます。
開店したのは昨年１月。バリエーション豊
かな素材重視の料理に大満足！
新鮮な刺身から今夜の一押し・一品料理、
日替わりメニューなどがあり、飽きません。

中央から時計回りに、牛すじと大根の味噌煮（５８０
円）、ゴロゴロ野菜たっぷりサラダ（６２０円）、ソー
ミンチャンプルー（６００円）。おいしい！
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就職課�

夢・の・数・だ・け・道・が・あ・る�

－先輩の職場訪問－�

学
園
祭
の
実
行
委
員
長
を

や
り
抜
い
た
と
い
う
経
験
が

今
の
仕
事
に
生
き
て
い
ま
す
。

香
醋
な
ど
健
康
食
品
の
通
販
で
知
ら
れ
る
「
株
式

会
社
や
ず
や
」
に
就
職
。
今
年
２
年
目
を
迎
え
る

上
田
貴
志
さ
ん
の
職
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
大
学
時

代
は
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
で
活
躍
し
、
学
園
祭
の

実
行
委
員
長
も
務
め
た
と
い
う
�
熱
血
派
�
の
上

田
さ
ん
は
「
今
は
仕
事
が
一
番
楽
し
い
」
と
か
。

仕
事
に
燃
え
る
上
田
さ
ん
に
今
の
生
活
や
仕
事
に

つ
い
て
、
在
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
含
め
て
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
の
電
話
注
文
や
問
い
合
わ
せ
に

対
応
し
た
り
、商
品
の
発
送
、デ
ー
タ
管
理
、ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
作
り
な
ど
、直
接
お
客
様
と

お
話
し
す
る
機
会
の
多
い
部
署
な
の
で
、大
変

で
す
が
、や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、責
任

は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
や
ず
や
」は
、も
と
も
と
母
が
購
入
し
て
い

て
、親
近
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、商

品
が
届
い
た
時
に
、ダ
ン
ボ
ー
ル
に
宅
配
ド
ラ
イ

バ
ー
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
て
、そ
の
言
葉
が
頭
の
片
隅
に

ず
っ
と
残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
の
印
象
に
加

え
、大
学
３
年
生
の
冬
に
参
加
し
た
就
職
合

同
説
明
会
で「
や
ず
や
」の
ス
タ
ッ
フ
の
姿
が
と

て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
見
え
、自
分
も
一
緒
に

仕
事
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

最
近
、や
っ
と
仕
事
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
て
き

ま
し
た
。仕
事
を
す
る
上
で
い
つ
も
考
え
て
い
る

こ
と
は
、お
客
様
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
。お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

心
が
け
て
い
ま
す
。入
社
３
ヶ
月
目
か
ら
Ｄ
Ｍ

の
制
作
な
ど
責
任
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
て
、

時
に
は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。で
も
、大
学
時
代
に
学
園
祭
の

実
行
委
員
長
と
し
て
、何
百
人
と
い
う
ス
タ
ッ

フ
を
ま
と
め
な
が
ら
１
年
間
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

戦
っ
て
き
た

（
笑
）経

験

が

あ
っ
た
の
で
、何

と
か
や
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

い
つ
か
は
、多
く

の
人
に
使
っ
て

も
ら
え
、健
康

の
手
助
け
に
な

る
商
品
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
す
る
み
な
さ
ん
は
、

「
迷
っ
た
ら
動
く
」と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。動
け
ば
何
か
が
進
む
し
、変
わ
り

ま
す
。深
呼
吸
し
て
、勇
気
を
出
し
て
行
動
す

れ
ば
、き
っ
と
将
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

本学卒業生
就職活動体験談DVDの制作について
昨年度の学生の就職戦線は、求人は増えたものの厳選採用が

浸透するなど、まだまだ厳しい状況でした。そういう環境の中で、本
学卒業生の就職状況は「就職に強い中村」を実証した結果となっ
ています。 新たな試みとして、後援会の支援を受け、卒業生による
就職活動体験談DVDを制作しました。視聴希望学生は就職課に
申し出てください。先輩のメッセージをヒントにし、自分の進路につい
て真剣に考えてみよう！就職活動では、スピードも大切です。

２００４年度 流通科学部卒業

株式会社やずや 業務３課

上田 貴志さん

上田さん本人の手書きのメッセージが綴られている資料

学園祭実行委員会のメンバーと
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栄養士�
137人�
73.3%

総合職他�
38人�

20.3%

その他�
2人�

1.1%委託給食 52人�

病院 35人�

施設 17人�

製造�
10人�

保育園・幼稚園�
8人�

卸小売 5人�

公務員 6人�

その他 4人�

卸小売�
16人�

製造 9人�

飲食・宿泊 5人�

金融・保険 4人�

その他 2人�
高校 5人� 専門学校 2人�

その他 2人�

教員�
10人�
5.3%

公務員 2人�

大学 3人�

総合職�
118人�
66.7%

事務�
33人�

18.6%

その他�
16人�
9.9%卸小売 42人�

サービス�
31人�

情報通信�
9人�

製造�
10人�

旅行・運輸 4人�

教育 4人�
ガス 2人�

建設・住宅・不動産�
8人�
金融・保険�
8人�

金融・保険�
11人�

卸小売 4人�
建設・住宅・不動産�

5人�

その他�
16人�

卸小売�
10人�

教育 3人�
サービス 4人�

医療・福祉 3人�
製造 2人�

運輸 1人�

販売�
10人�
5.6%

保育士�
59人�

52.7%

教員�
41人�

36.6%

総合職他�
12人�

10.7%

保育園�
54人�

施設 4人�公務員 1人�

幼稚園�
41人�

金融・保険 2人�

サービス 3人�
卸小売 3人�

製造 1人� 教育 1人�
情報通信 1人�
公務員 1人�

教員�
13人�

81.3%

総合職他�
3人�

18.8%
小学校�
7人�

幼稚園�
6人�

医療�
1人�

小売 2人�

栄養士�
110人�
85.3%

その他�
2人�

1.6%保育園･幼稚園�
39人�

委託給食 37人�

製造�
11人�

病院�
14人�

公務員 5人�

その他 2人�
その他 3人�

卸小売 2人�建設 2人�

サービス 5人�

製造 5人�

卸小売 1人�
施設 2人� 事務他�

17人�
13.2%

その他 1人�

事務�
76人�

54.7%販売�
26人�

18.7%

総合職�
18人�

12.9%

その他�
15人�

10.8%

営業�
4人�

2.9%

医療･福祉�
7人�

製造�
9人�

卸小売�
9人�

サービス�
11人�

金融・保険�
36人�

教育 1人�

卸小売 14人�

運輸 1人�
建設 2人�

製造 9人�

運輸 2人�
情報通信 1人�

不動産 6人�

金融・保険 4人�

卸小売 3人�

製造 2人�

その他�
15人�

サービス 1人�

飲食 3人�

サービス 1人�

運輸 1人�

情報通信�
1人�

保育士�
107人�
51.9%

教員�
88人�

42.7%

事務他�
11人�
5.3%

保育園�
106人�

施設 1人�

卸小売 3人�
医療 2人�

教育・学習支援 1人�
サービス 1人�

製造 1人�
不動産 1人�

公務員 1人�

幼稚園�
88人�

宿泊 1人�

大学98.0%短期大学部98.3%の大健闘�
前年度同様、本学の就職率は全国でもトップクラスの決
定状況です。
本学は、週刊東洋経済（２００４．１０．９）掲載・「本当に強い

大学」ランキング（就職に強い学部）、サンデー毎日
（２００５．１．９）掲載・「大学の実力」ランキング（全国２３３進学
校進路教諭推薦）、「親と子の大学受験ガイド」（文芸春秋
２００５．６）掲載「キラリと光る大学（１１校）」など、『面倒見が良
い大学』・『選ばれる大学』・『就職に強い大学』・『就職率の
高い主な大学』として、ランキング上位に掲載され、就職に
強い中村を実証しております。

平成１７年度の学生の就職状況は、
求人数は増えていますが、厳選採用
や、正社員を減らし臨時職員を増や
すなど、まだまだ厳しい環境がありま
す。そういった中で、本学学生は大健
闘と言えるでしょう。
大人としての基本マナーが身についている学生、在学中

に何かに一生懸命チャレンジした学生が求められています。
日頃の生活習慣を見直し、早期に自分の進路を検討し
準備することが大切です。

大 学

■流通科学科（就職決定率９６．７％）
●就職希望者１８３人／就職決定者１７７人

今年３期生が卒業しました。内
定率は９６．７％と昨年同様好調で
した。就職先は、一般企業への
総合職が６６．７％と最も多く様々
な業界に就職しております。

■人間発達学科 児童発達学専攻
●就職希望者１６人／就職決定者１６人 （就職決定率１００％）

内定率は昨年同様好調でした。
昨年度より、一般企業や幼稚園
への就職希望者が減少して、小
学校教員への就職を希望する学
生が増加しました。

■栄養科学科（就職決定率９７．９％）
●就職希望者１９１人／就職決定者１８７人

管理栄養士養成施設であるこの
学科は、７３．３％が専門を生かし
栄養士、管理栄養士として就職
しています。病院・施設では委
託化が進み、委託給食会社での
就職が近年増加しています。

■人間発達学科 幼児発達学専攻
●就職希望者１１２人／就職決定者１１２人 （就職決定率１００％）

保育士としての就職が多く前年
度に比較して、就職希望者が１０
名増でした。就職意識の向上も
あり、大変好調な結果となりま
した。

平成１７年度卒業生

就職
状況

短期大学部

■幼児保育科（就職決定率９９．５％）

●就職希望者２０７人／就職決定者２０６人

保育士の割合が多く前年度に比較して、就職希
望者が２３名増でした。就職意識の向上もあり、
大変好調な結果となりました。

■家政経済科（就職決定率９６．５％）

●就職希望者１４４人／就職決定者１３９人

一般企業の事務職の割合が最も多く、様々な業
界に就職しています。その中で金融・保険業が
最も多く、また販売職では卸小売業が半数以上
を占めています。

■食物栄養科（就職決定率９８．５％）

●就職希望者１３１人／就職決定者１２９人

８５．３％が専門を生かし栄養士として就職してい
ます。保育園・幼稚園では「食育」の導入が進
み、栄養士の活躍の場が増えています。
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入試結果�平成18年度�

※競争率は、受験者数／合格者（小数点第３位以下を四捨五入）

中村学園大学大学院

中村学園大学

中村学園大学短期大学部

競争率
１．００
－

１．００
－
－

１．００
１．００
－
－

１．００
１．００
１．００
１．００

合格者
７
０
２
０
０
２
１
０
０
１
５
３
８

受験者
７
０
２
０
０
２
１
０
０
１
５
３
８

志願者
７
０
２
０
０
２
１
０
０
１
６
３
８

募集人員

６

３

５

１０

区分
推 薦

一般（１次）
一般（２次）
外国人留学生
前 期
後 期
推 薦
一 般
社会人
推 薦
一 般
社会人

外国人留学生

課程

博士前期

博士後期

修 士

修 士

研究科・専攻

栄 養 科 学 研 究 科
栄 養 科 学 専 攻

人間発達学研究科
人 間 発 達 学 専 攻

流 通 科 学 研 究 科
流 通 科 学 専 攻

競争率
２．２６
１．０５
２．８０
５．６７
－

２．２４
１．００
３．１５
５．１９
－

２．０８
１．００
２．６６
５．８４
－

１．１６
１．００
１．００
２．０３
４．７８
１．６０
１．９５

合格者
８７
１９
１９３
５１
０
５１
９
１０２
３１
０
２５
５
１７２
３１
０
１９
３０
６２
３０８
３２
１５
１９

受験者
１９７
２０
５４１
２８９
０
１１４
９
３２１
１６１
０
５２
５
４５８
１８１
０
２２
３０
６２
６２５
１５３
２４
３７

志願者
１９７
２０
５４２
２９０
０
１１４
９
３２３
１６１
０
５２
５
４６３
１８１
０
２２
３０
６２
６２６
１５３
２４
３８

募集人員
６５

２５以内
１００
１０

若干名
３６

９以内
５０
５

若干名
１５

５以内
７３
７

若干名
１５

３０以内
５０
７５
７
３
１０

区分
公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用

外国人留学生
公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用

外国人留学生
公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用

外国人留学生
公 募 制
併 設 校
指 定 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生

推 薦

推 薦

推 薦

推 薦

専攻

－

幼児発達学専攻

児童発達学専攻

－

学部・学科

栄 養 科 学 部
栄 養 科 学 科

人間発達学部
人間発達学科

流 通 科 学 部
流 通 科 学 科

競争率
１．４６
１．００
２．４１
２．６０
１．５０
１．００
１．００
１．００
１．００
１．７１
－

１．６９
１．０８
２．４１
２．５０
－

合格者
９４
１５
９９
５
２
５
１０
１３３
２１
３５
０
１３５
１２
１３７
２
０

受験者
１３７
１５
２３９
１３
３
５
１０
１３３
２１
６０
０
２２８
１３
３３０
５
０

志願者
１３７
１５
２４３
１３
３
５
１０
１３３
２１
６１
０
２２８
１３
３３１
５
０

募集人員
８７

１５以内
４３

５以内
若干名
１０

１０以内
１１０
１０
１０

若干名
１１０

２０以内
６０

若干名
若干名

区分
公 募 制
併 設 校

一 般
社会人

外国人留学生
公 募 制
併 設 校
指 定 校
自己推薦

一 般
外国人留学生

公 募 制
併 設 校

一 般
社会人

外国人留学生

推 薦

推 薦

推 薦

学 科

食 物 栄 養 科

家 政 経 済 科

幼 児 保 育 科
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中村学園
のホットな

�

　　　情
報をお届け

します。�

学
／
生
／
表
／
彰

平
成
１７
年
度

第
３６
回
全
国
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

中
村
学
園

女
子
高
等
学
校
が

１０
年
ぶ
り

３
度
目
の
優
勝
！

平
成
１７
年
度
第
３６
回
全
国
高
等
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
に
お
い

て
、
本
学
の
併
設
校
で
あ
る
中
村
学
園
女

子
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
１０

年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
昨
年

１２
月
２９
日
に
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
決

勝
戦
の
相
手
は
、
本
大
会
で
最
多
の
優
勝

１４
回
を
誇
る
愛
知
の
桜
花
学
園
。
中
村
学

園
女
子
高
校
は
、
エ
ー

ス
の
藤
吉
佐
緒
里
さ
ん

と
ス
タ
メ
ン
で
た
だ
一

人
の
２
年
生
森
ム
チ
ャ

さ
ん
が
と
も
に
２０
得
点

以
上
を
挙
げ
る
活
躍
も

あ
り
、
桜
花
学
園
の
終

盤
の
追
い
上
げ
を
か
わ

し
て
７６－

７１
で
勝
利
し

た
。

3/23
thu

卒
業
式

３
月
２３
日
、

平
成
１７
年
度

の
大
学
院
、

大
学
及
び
短

期
大
学
部
学

位
記
授
与
式

が
午
前
１０
時

３０
分
か
ら
本

学
体
育
館
に

て
行
わ
れ
た
。

卒
業
生
数
は
、
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科

（
博
士
前
期
課
程
）９
名
・
流
通
科
学
研
究

科（
修
士
課
程
）１２
名
、
大
学
家
政
学
部
６

名
・
大
学
栄
養
科
学
部
２
２
０
名
・
人
間

発
達
学
部
１
７
７
名
・
流
通
科
学
部

２
２
６
名
、
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
科

１
５
７
名
・
家
政
経
済
科
１
８
７
名
・
幼

児
教
育
科
１
名
・
幼
児
保
育
科
２
３
３
名
。

4/4
tue

入
学
式

４
月
４
日
に
平
成
１８
年
度
大
学
院
入
学

式
が
中
央
本
館
大
会
議
室
に
て
、
同
じ
く

大
学
・
短
期
大
学
部
合
同
の
入
学
式
が
、

本
学
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。
入
学
生
数

は
、
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
７
名
・
博
士
後
期
課
程
２
名
、
流
通

科
学
研
究
科
１６
名
、
人
間
発
達
学
研
究
科

１
名
、
大
学
栄
養
科
学
部
２
１
０
名
、
人

間
発
達
学
部
２
２
０
名
、
流
通
科
学
部

２
３
５
名
、
短

期
大
学
部
食
物

栄
養
科
１
６
２

名
、
家
政
経
済

科
１
８
２
名
、

幼
児
保
育
科

２
２
０
名
。

「
食
物
栄
養
科
の
あ
ゆ
み
」

第
２
号
発
刊

平
成
１７
年
１１
月
に
「
食
物
栄
養
科
の
あ

ゆ
み
」
第
２
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
冊

子
は
、
平
成
１６
年
度
の
短
期
大
学
部
食
物

栄
養
科
の
活
動
報
告
書
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
の

推
進
を
は
じ
め
各
種
活
動
の
取
り
組
み
や

活
動
を
記
録
し
、
こ
れ
を
基
と
し
て
さ
ら

な
る
Ｆ
Ｄ
の
推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
は
学

科
の
将
来
目
標
検
討
の
資
料
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
第
１
部
を
学
科
の

あ
ゆ
み
と
し
、
入
学
試
験
の
状
況
、
学
科

内
Ｆ
Ｄ
推
進
の
取
り
組
み
、
教
育
の
充

実
・
高
度
化
へ
の
取
り
組
み
、
就
職
支
援

活
動
な
ど
、
学
科
の
日
常
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ま
と
め
、
第
２
部
は
、
学
科
教
員

（
助
手
・
副
手
を
含
む
）
の
研
究
活
動
お

よ
び
社
会
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
る
。

（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
科

教
授

橋
本
俊
二
郎
）

平
成
１７
年
度

総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
表
彰
者

「
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
規
程
」に
よ

る
、
平
成
１７
年
度
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
表
彰

者
が
下
記
の
と
お
り
決
定
し
た
。
表
彰
者

に
は
、
卒
業
式
当
日
、
中
村
理
事
長
か
ら

表
彰
状
と
純
金
の
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
た
。

大
学栄

養
科
学
部

栄
養
科
学
科管

香
織

人
間
発
達
学
部

人
間
発
達
学
科

幼
児
発
達
学
専
攻

石
本

明
子

流
通
科
学
部

流
通
科
学
科植

木

美
佳

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

許
斐

陽
子

家
政
経
済
科

大
野

智
子

幼
児
保
育
科

山
田

彩
加

※
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
…
本
学
は
、
教
育
改
革
の
一
環
と

し
て
、
学
生
の
学
業
成
績
に
Ｇ
Ｐ
（
グ
レ
イ
ド
・

ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入
し
て
い
る
。
学
生
の
成
績

は
、
優
・
良
・
可
・
不
可
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、

こ
の
評
価
を
優
（
特
優
４
点
・
優
３
点
）・
良
２

点
・
可
１
点
・
不
可
０
点
に
点
数
化
し
て
Ｇ
Ｐ
と

し
、
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目

の
単
位
数
を
乗
じ
た
値
の
合
計
を
、
全
履
修
登
録

科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
グ
レ
イ

ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
ー
ジ
）
を
算
出
す
る
。

こ
の
数
値
で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高
い
学

習
効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
る
。

平
成
１７
年
度
卒
業
学
生
表
彰
者

各
養
成
課
程
を
優
れ
た
成
績
で
卒
業
す

る
学
生
を
各
種
団
体
が
表
彰
し
て
い
る
が
、

平
成
１７
年
度
は
下
記
の
と
お
り
決
定
し
た
。

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰
者

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

蒲
池

美
幸

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

坂
本

美
希

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
表
彰
者

大
学人

間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

幼
児
発
達
学
専
攻

森
廣
佳
寿
子

短
期
大
学
部

幼
児
保
育
科

浦
川

真
希

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
会
長
表
彰
者

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

中
野

宏
美

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

津
元

奈
美

栄
養
科
学
研
究
科

1/11
wed

特
別
講
演
会

大
学
院
栄
養
科

学
研
究
科
主
催
に

よ
る
特
別
講
演
会

「
日
本
茶
の
効
能

―
カ
テ
キ
ン
類
の

生
理
機
能
性
―
」

が
西
１
号
館
１０
階

の
大
講
義
室
で
行

わ
れ
た
。
講
師
で
あ
る
独
立
法
人

農
業

研
究
機
構

野
菜
茶
業
研
究
所
の
茶
生
理

機
能
解
析
研
究
室
長

山
本
（
前
田
）
万

里
博
士
よ
り
、
お
茶
の
分
類
、
製
造
法
な

ど
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
で
出
題
さ
れ

る
平
易
な
技
術
的
レ
ベ
ル
か
ら
、
同
氏
ら

が
発
見
し
た
メ
チ
ル
カ
テ
キ
ン
の
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
効
果
に
関
す
る
科
学
的
に
高
レ
ベ

ル
の
内
容
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
講
演
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
メ
チ
ル
カ

テ
キ
ン
を
高
含
有
の
品
種
「
べ
に
ふ
う

き
」
と
新
商
品
の
ペ
ッ
ト
飲
料
お
よ
び
お

菓
子
ま
で
の
商
品
開
発
品
が
披
露
さ
れ
、

参
加
し
た
大
学
院
生
、
学
部
学
生
と
も
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

２
・
３
月
海
外
研
修

２
〜
３
月
に
か
け
て
、
本
学
の
海
外
研

修
が
行
わ
れ
た
。
大
学
流
通
科
学
部
及
び

短
期
大
学
部
食
物
栄
養
科
で
は
、
計
１７
名

の
学
生
が
、
２
月
５
日
〜
２
月
２６
日
ま
で

の
２２
日
間
、
ハ
ワ
イ
大
学
リ
ー
ワ
ー
ド
校

で
の
短
期
研
修
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
短

期
大
学
部
家
政
経
済
科
で
は
、
２
月
１２
日

〜
３
月
８
日
の
約
１
ヵ
月
間
、
カ
ナ
ダ
で

の
海
外
研
修
に
２９
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
現
地
大
学
等
で
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
生
き
た
英
語
や
異

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
毎

年
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
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教員の�
出版物�

教
／
員
／
表
／
彰

教
職
員
の
動
き

社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

青
峰
正
裕
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

平
成
１７
年
１１

月
、
大
学
栄
養

科
学
部
の
青
峰

正
裕
教
授
が
、

社
団
法
人
全
国

栄
養
士
養
成
施

設
協
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。こ
の

表
彰
は
、永
年
に
わ
た
り
栄
養
士
・
管
理

栄
養
士
養
成
施
設
に
お
い
て
教
育
に
尽
力

さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
教
員
に
対

し
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

社
団
法
人
全
国
保
育
士

養
成
協
議
会
会
長
表
彰

石
田
梅
男
教
授（
大
学
・
人
間
発
達
学
部
）

平
成
１８
年
３

月
、
大
学
人
間

発
達
学
部
の
石

田
梅
男
教
授
が
、

社
団
法
人
全
国

保
育
士
養
成
協

議
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
こ
の
表

彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
保
育
士
養
成
施
設

に
お
い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
教
員
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

日
本
肥
満
学
会

功
労
賞

坂
田
利
家
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

平
成
１７
年
１２

月
、
大
学
栄
養

科
学
部
の
坂
田

利
家
教
授
が
、

日
本
肥
満
学
会

功
労
賞
を
受
賞

し
た
。
こ
の
賞
は
、
永
年
に
亙
り
学
会
の

指
導
者
と
し
て
学
会
の
発
展
に
著
し
く
貢

献
し
、
し
か
も
学
術
的
に
赫
々
た
る
業
績

を
残
し
た
本
学
会
の
会
員
な
い
し
は
名
誉

会
員
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
賞

は
本
学
会
の
最
高
賞
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
は
平
成
１３
年
度

に
２
名
が
受
賞
し
た
に
過
ぎ
ず
、
坂
田
教

授
が
３
人
目
の
受
賞
者
と
な
る
。
今
回
の

受
賞
は
、
世
界
的
に
有
名
な
食
欲
調
整
に

関
す
る
中
枢
機
序
の
解
明
、
更
に
は
そ
れ

を
新
規
な
肥
満
症
治
療
の
開
発
へ
と
成
就

し
た
業
績
が
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
広
く
日
常
臨
床
で
頻

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
平
成
１８
年
初
頭

に
発
刊
さ
れ
た
肥
満
症
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
編
纂
に
当
た
っ
て
委
員
長
と
し
て
尽

力
さ
れ
る
な
ど
本
学
会
へ
の
顕
著
な
功
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

採
用
人
事
（
平
成
１８
年
４
月
１
日
付
）

講
師（
大
学
栄
養
科
学
部
）

田
村

知
子

常
勤
助
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

藤
瀬

朋
子

常
勤
助
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

山
口

孝
治

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

小
野

美
咲

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

手
嶋
英
津
子

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

前
田

真
希

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

山
口

祐
美

常
勤
助
手（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

田
村

孝
洋

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

秋
本

昌
士

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

井
上

能
孝

常
勤
副
手（
大
学
流
通
科
学
部
）

坂
本

健
成

助
教
授（
短
期
大
学
部
家
政
経
済
科
）

本
山

和
子

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
科
）

薮
下

美
幸

入
試
課
課
員

田
本

真
子

学
事
課
課
員

佐
藤

順
子

学
事
課
課
員

松
村

沙
織

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園

常
勤
講
師

林

小
百
合

平
成
１８
年
度
役
職
者

学

長（
大
学
・
短
期
大
学
部
）

藤
本

淳

学
長
補
佐（
統
括
）

石
田

英
夫

学
長
補
佐（
教
務
・
学
事
担
当
）

西
岡

弘
晃

学
長
補
佐（
学
生
・
就
職
担
当
）

城
田

知
子

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長

太
田

英
明

大
学
院
人
間
発
達
学
研
究
科
長

山
田

達
雄

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長

福
浦

幾
巳

栄
養
科
学
部
長（
大
学
）

坂
田

利
家

栄
養
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

山
根

一
文

人
間
発
達
学
部
長（
大
学
）

古
賀

範
雄

人
間
発
達
学
部
長
補
佐（
大
学
）

相
良

康
弘

人
間
発
達
学
部
長
補
佐（
大
学
）

古
相

正
美

流
通
科
学
部
長（
大
学
）

西
岡

弘
晃

流
通
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

笠
原

成
元

短
期
大
学
部
長

城
田

知
子

食
物
栄
養
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

小
田

隆
弘

家
政
経
済
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

清
水

誠

幼
児
保
育
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

久
富
さ
よ
子

図
書
館
長

吉
岡

慶
子

薬
膳
科
学
研
究
所
長

内
山

文
昭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
長

井
上

寛
七

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
長

松
尾

智
則

配
置
換
え
人
事（
平
成
１８
年
３
月
１
日
付
）

教
務
課
課
員

岩
尾

祐
介

事
務
局
事
務
職
員（
事
務
局
長
付
）

教
務
課
課
員

馬
場

丈
晴

事
務
局
事
務
職
員（
事
務
局
長
付
）

昇
格
・
昇
任
・
配
置
換
え
等
人
事

（
平
成
１８
年
４
月
１
日
付
）

◎
昇
格
・
昇
任
人
事

教
授（
大
学
）

田
中

浩
子（
大
学
助
教
授
）

教
授（
大
学
）

福
永

吉
�（
大
学
助
教
授
）

助
教
授（
大
学
）

姉
川

正
紀（
大
学
講
師
）

助
教
授（
大
学
）

藤
川

祐
輔（
大
学
講
師
）

講
師（
大
学
）

中
島

憲
子（
大
学
助
手
）

常
勤
助
手（
大
学
）
山
下
あ
す
香（
大
学
常
勤
副
手
）

常
勤
助
手（
大
学
）
森
田
真
紀
子（
大
学
常
勤
副
手
）

教
授（
短
期
大
学
部
）
松
隈

紀
生

（
短
期
大
学
部

助
教
授
）

助
手（
短
期
大
学
部
）
友
納
美
恵
子

（
短
期
大
学
部

副
手
）

助
手（
短
期
大
学
部
）
吉
田

淳
子

（
短
期
大
学
部

副
手
）

学
事
課
係
長

緒
方

圭
子（
入
試
課
課
員
）

◎
常
勤
職
員
か
ら
専
任
職
員
へ
の
人
事

助
手（
大
学
）

蒲
原

朋
子（
大
学
常
勤
助
手
）

助
手（
大
学
）

田
所

耕
哉（
大
学
常
勤
助
手
）

副
手（
短
期
大
学
部
）
栗
木

紘
美

（
短
期
大
学
部

常
勤
副
手
）

幼
稚
園
教
諭（
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
）

福
嶋

理
恵（
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師
）

幼
稚
園
教
諭（
大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
）

林

希（
大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師
）

◎
併
任
講
師
人
事

併
任
講
師（
大
学
※
再
任
）
竹
嶋
美
夏
子（
大
学
助
手
）

併
任
講
師（
大
学
※
再
任
）
馬
場

良
子（
大
学
助
手
）

併
任
講
師（
大
学
※
再
任
）
大
和

孝
子（
大
学
助
手
）

併
任
講
師（
短
期
大
学
部
※
再
任
）

内
田

和
宏（
短
期
大
学
部
助
手
）

◎
配
置
換
え
人
事

助
教
授（
大
学
）

寺
澤

洋
子
（
短
期
大
学
部
助
教
授
）

助
教
授（
大
学
）

中
谷

安
男
（
短
期
大
学
部
助
教
授
）

助
教
授（
短
期
大
学
部
）
林

辰
美（
大
学
助
教
授
）

法
人
本
部
財
務
部
課
員中

村

智
道（
経
理
課
課
員
）

庶
務
課
課
員

長
島

有
里（
入
試
課
課
員
）

経
理
課
課
員

若
松

美
帆

（
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
事
務
職
員
）

入
試
課
係
長

古
賀

博
昭（
就
職
課
係
長
）

入
試
課
課
員

丸
田

芳
子（
学
事
課
課
員
）

就
職
課
課
員

西
尾

正（
教
務
課
課
員
）

就
職
課
課
員

吉
野

雅
貴（
庶
務
課
課
員
）

三
陽
中
学
校
・
高
校
事
務
室
室
員

柴
田
美
智
子（
財
務
部
課
員
）

退
職
人
事
（
平
成
１８
年
３
月
３１
日
付
）

教
授（
大
学
）

坂
本
喜
久
雄

教
授（
大
学
）

広
井

祐
三

教
授（
大
学
）

藤
田

昌
也

教
授（
大
学
）

古
川

公
成

助
教
授（
大
学
）

吉
岡

洋
一

講
師（
大
学
）

Ｍ
・
Ｗ
・
ホ
ー
ル

助
手（
大
学
）

佐
藤

る
み

常
勤
助
手（
大
学
）

野
本
菜
実
絵

常
勤
副
手（
大
学
）

小
関

倫
子

常
勤
副
手（
大
学
）

福
地
乃
理
子

教
授（
短
期
大
学
部
）

福
田

靖

助
教
授（
短
期
大
学
部
）

森
戸

政
信

庶
務
課
課
員

梶
原

伸
一

学
生
課
課
員

林
田

瞭
子

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
教
諭

松
井

雅
美

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
事
務
職
員

寺
崎

隆
年

著者は、本学教員のみ記載、
（ ）内は出版社、発行年月

◆市場創造―顧客満足と
リレーションシップ―

片山富弘共著（大学・流通科学部 助教授）
（学文社／平成１８年２月）

◆ランニングの世界２
中野裕史共著（大学・人間発達学部 講師）

（明和出版／平成１８年３月）

◆障害幼児の理解と支援
�地勝人編著（大学・人間発達学部 教授）
（ナカニシヤ出版／平成１７年１２月）

◆第１７巻 女子パートタイマー
―労務管理の実態と法律問題―

石田英夫共著（大学・流通学科学部 教授）
（�日本図書センター／平成１８年１月）

◆アカウンティングホライズン
現代会計学の基礎知識

新 茂則共著（短期大学部・家政経済科 教授）

（税務経理協会／平成１７年２月）
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